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平
安
時
代
、
寛
弘
２
年(

一
〇
〇
五)

恵
心
僧
都

が
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
當
麻
寺
練
供
養
会
式
は
、

五
月
晴
れ
と
な
っ
た
５
月
14
日
、
二
上
山
に
夕
陽

が
傾
き
、
西
方
極
楽
浄
土
を
思
わ
せ
る
幻
想
的
な

夕
景
の
な
か
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
は
、
参
拝
者
で
超
満
員
。
稚
児
さ
ん
た
ち

の
華
や
か
で
か
わ
い
い
行
列
の
後
、
新
面
の
二
十

五
菩
薩
が
中
将
姫
を
娑
婆
堂
で
迎
え
て
極
楽
堂(

曼

茶
羅
堂)

へ
帰
る
あ
り
さ
ま
は
、
最
初
の
練
供
養
を

再
現
し
て
い
る
よ
う
な
。
そ
れ
は
感
動
的
な
も
の

で
し
た
。

今
回
か
ら
使
用
さ
れ
た
面
は
、
能
面
師
丸
尾
万

次
郎
氏
が
１
９
９
８
年
か
ら
制
作
に
取
り
か
か
ら

れ
２
０
０
４
年
３
月
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

合
併
後
初
め
て
の
公
園

ま
つ
り
が
５
月
４
日
・
５

日
に
屋
敷
山
公
園
一
帯
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
日
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
集
ま
っ
た
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
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二二
上上
山山
山山
頂頂
をを
目目
指指
しし
てて

「「
岳岳だだ

けけ

のの
ぼぼ
りり
」」

恒
例
の
岳
の
ぼ
り
が
４
月
23
日
、
二
上
山
美
化
促
進
協
議
会
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
来
岳
の
ぼ
り
は
、
農
事
の
始
ま

る
こ
の
時
期
に
二
上
山
に
の
ぼ
り
、

豊
作
祈
願
を
し
た
も
の
で
す
が
、
今

は
更
に
ゴ
ミ
を
拾
い
、
二
上
山
の
美

化
を
通
じ
て
郷
土
の
自
然
を
見
直

し
、
こ
の
伝
統
行
事
を
有
意
義
な
も

の
に
す
る
た
め
、
２
市
１
町
（
葛
城

市
・
香
芝
市
・
南
河
内
郡
太
子
町
）

を
あ
げ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
若
葉
の
香
り
が
漂
う

中
、
二
上
山
の
自
然
を
堪
能
し
な
が

ら
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

ここ
んん
にに
ゃゃ
くく
づづ
くく
りり

イ
モ
か
ら
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
手
作
り
す
る

「
こ
ん
に
ゃ
く
・
わ
会
」（
世
話
役
・
木
村
雅

則
氏
）
の
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
が
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
葛
城
市
公
園
ま
つ
り
に
出
品
さ

れ
た
こ
ん
に
ゃ
く
は
、「
こ
し
が
あ
っ
て
、

臭
み
も
な
く
、
歯
ざ
わ
り
が
良
い
」
と
評
判

も
上
々
で
す
。

同
会
は
、
新
村
区
の
婦
人
会
が
取
り
組
ん

で
い
た
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
活
動
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
住
民
有
志
が
「
こ

ん
に
ゃ
く
・
わ
会
」
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
わ
」
は
協
調
を
表
し
、「
お
だ
や
か
な
、
な

ご
や
か
な
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
、
気
持
ち

の
若
さ
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

葛葛
城城
物物
語語
探探
訪訪

４
月
29
日
、
葛
城
市
観
光
協
会
主
催
の
「
葛
城
物
語

探
訪
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
約
１
４
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
磐
城

駅
か
ら
当
麻
寺
や
石
光
寺
な
ど
を
経
て
、
相
撲
館
に
至

る
約
12
㎞
の
道
の
り
と
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
に
よ
る
史
跡
解
説
、
農
業
者
健
康
管
理
休
養
セ
ン

タ
ー
で
の
「
白
鳳
座
」
の
和
太
鼓
演
奏
、
相
撲
館
で
の

「
け
は
や
相
撲
甚
句
会
」
に
よ
る
甚
句
を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。
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同
校
の
受
賞
は
、
朝
読
書
の
推
進
や
学
校

図
書
館
の
積
極
的
な
利
用
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

朝
読
書
は
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
読
書

習
慣
を
身
に
付
け
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
調

べ
学
習
で
の
図
書
館
利
用
や
図
書
委
員
会
の

活
性
化
も
、
生
徒
を
読
書
に
向
か
わ
せ
ま
す
。

図
書
館
補
助
員
さ
ん
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し

く
、
図
書
館
の
運
営
・
管
理
、
親
し
み
や
す

く
心
和
む
環
境
整
備
や
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ニ

ュ
ー
ス
」
の
発
行
、
読
書
啓
発
ポ
ス
タ
ー
づ

く
り
な
ど
、
創
意
工
夫
と
熱
意
が
随
所
に
見

ら
れ
ま
す
。

読
書
を
生
涯
の
友
と
す
る
生
徒
が
一
人
で

も
増
え
る
よ
う
、
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新新
庄庄
中中
学学
校校
にに

文文
部部
科科
学学
大大
臣臣
よよ
りり
表表
彰彰
状状

平平
成成
1177
年年
度度
読読
書書
活活
動動
優優
秀秀
実実
践践
校校

文文
部部
科科
学学
大大
臣臣
表表
彰彰

「「
當當
麻麻
おお
はは
なな
しし

ろろ
うう
そそ
くく
のの
会会
わわ
らら
べべ
」」

こ
の
度
、
平
成
16
年
度
子
ど
も
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
団
体
に
対
す
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

に
、「
當
麻
お
は
な
し
ろ
う
そ
く
の
会
わ
ら
べ
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

創
設
20
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
当
会
は
、
旧
當

麻
町
に
図
書
館
の
な
か
っ
た
時
代
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
、
お
は
な
し
や
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
も
當
麻
図
書
館
で
の
定

例
お
は
な
し
会
を
は
じ
め
、
学
校
等
の
施
設
へ

の
お
は
な
し
配
達
な
ど
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
や
、
会

の
た
ゆ
ま
な
い
向
上
心
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
栄
誉
あ
る
受
賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
子
ど
も
の
読
書

活
動
へ
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

請求区分 件　　　 数
旧新庄町 旧當麻町 葛城市

開示請求 1 3 3
開示申出 0 0 7
計 1 3 10

決定状況 件　　　 数
旧新庄町　 旧當麻町 葛城市

開　　示 0 0 0
部分開示 0 0 6
不 開 示 0 0 0
却下・不存在 0 0 0
取 下 等 0 0 0
審 査 中 0 0 1※
計 0 0 7

決定状況 件　　　 数
旧新庄町　 旧當麻町 葛城市

開　　示 0 3 0
部分開示 0 0 3
不 開 示 0 0 0
却下・不存在 0 0 0
取 下 等 1 0 0
審 査 中 0 0 0
計 1 3 3

処理状況 件　　　 数
旧新庄町　 旧當麻町 葛城市

却　　下 0 0 0
棄　　却 0 0 0
一部認容 0 0 0
認　　容 0 0 0
取　　下 0 0 0
審 査 中 0 0 0

★旧新庄町及び旧當麻町の対象期間は平成16年4月1日から平成16年9月30日、
葛城市は平成16年10月1日から平成17年3月31日。

公正で開かれた、わかりやすい市政の推進を目的と
した「情報公開制度」の運用状況をお知らせします。

公文書の開示請求等の件数

公文書開示申出の決定状況

公文書開示請求の決定状況

異議申立ての件数及び処理の状況

※平成17年4月6日に開示済

（平成17年3月31日現在）
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＊＊＊＊平成平成1717年度の年金額についてのお知らせ年度の年金額についてのお知らせ＊＊＊＊
平成17年度の年金額は、前年の物価上昇率が0.0％であったため、スライドによる改定は行なわれません。

平成17年度の年金額（月額）
平成17年度（据え置き） 平成16年度

厚生年金
（サラリーマン世帯の標準的な年金額） 233,300円 233,300円
国民年金
（老齢基礎年金：夫婦2人分） 132,416円 132,416円
国民年金
（老齢基礎年金：1人分） 66,208円 66,208円

ただし、下記に該当される方については、平成17年4月分より年金額が改定されます。
該当される方には、年金額が改定された旨のお知らせが6月中旬に社会保険庁から送付されます。

◆◆◆◆ 60歳前半で老齢厚生年金を受給していて、かつ、厚生年金の被保険者である方。
60歳代前半の在職老齢年金の一律2割支給停止が廃止され、年金額と
賃金の額に応じた支給停止のみとなる仕組みに変更されました。

◆◆◆◆ 昭和19年4月2日以降の生まれで、すでに特別支給の老齢厚生年金の定額部分を受けられている厚生
年金被保険者期間が37年以上ある方。

老齢厚生年金の定額部分の算定を行なう際の被保険者期間の上限が引き上げられました。

例年6月に送付されます「年金改定通知書」は、年金額の変更がなければ送付されません。
（市民課）

もしもし、、交通事故にあったら・・・交通事故にあったら・・・
交通事故など、加害者の行為により受けた傷病による医療費は、原則として国民健康保険（以下「国保」）や

老人保健（以下「老健」）などの医療保険を使わずに加害者が負担することになります。しかし、その支払が遅
れる場合や、加害者から申し出があった場合は、市民課へ届け出ることにより、国保や老健を使って診療を受
けることができます。
国保や老健で診療を受ける場合は、必ず示談の前に届け出てください。また、届け出後に加害者と示談を結

ぶ場合は、必ず事前に市民課へ連絡してください。
国保、老健で受けられた診療については、国保、老健が負担した額を、後日、被害者に代わり、加害者へ請

求することになります。

●示談は慎重に！
届け出る前に示談が成立していたり、加害者から治療費を受け取っていたりすると、国保、老健では治療が

受けられませんのでご注意ください。

届け出に必要なもの
●国保の方・・・国民健康保険被保険者証、印鑑、交通事故証明書
●老健の方・・・健康保険証、老人保健の医療受給者証、印鑑、交通事故証明書

もし、交通事故にあったら
●警察に連絡・・・必ず警察に連絡し、事故の確認を受けましょう。
●相手の確認・・・相手の氏名、住所、連絡先、車のナンバー、免許証、

加入保険などの必要事項を確認しましょう。

（市民課）
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葛城市寿連合会（旧新庄町寿慶会・旧當麻町老人クラブ連合会）では、夏休み

前に市内の保育所や幼稚園、小・中学校へ、手製のぞうきんを寄贈して、喜んで使

ってもらえたらと考えています。

子どもたちへ、みなさんのまごころを込めて、また指先運動と社会奉仕に、ぜひご協力ください。

7月初旬に各園・学校に届けますので、6月20日迄に一人2枚を、お住まいの寿連合会支部会長宅までお願い

します。

◎詳しくは、葛城市寿連合会事務局・高齢福祉課 TEL(48) 2811まで。

健康長寿の目標づくり ＊高齢者作品展の出展作品募集＊

市では、高齢者の生きがいと健康づくりを推進するため、8月に高齢者作
品展を開催します。多くのみなさまからの出品をお待ちします。

◆ 対　　象：市内在住の満60歳以上のアマチュア
◆ 品　　目：日本画・洋画・書・工芸・手芸・写真　の6品目
◆ 応募締切：7月15日（金）

作品は、出品者により創作されたもので、種目を問わず1人1点とし、未発表のものに限ります。

ただし、同作品を8月26日から、県文化会館で開催される｢奈良県高齢者美術展｣にも出展される場合は、出
品規格の詳細を定めた｢奈良県高齢者美術展出品規程｣をお渡ししますので、6月29日（水）までに、高齢福祉
課にお申し込みください。
◎詳しくは、高齢福祉課 TEL(48) 2811まで。

子どもをだっこしたりおんぶをしながら、また、でんぐりかえりをしたりと、お母さんとお子さんが遊びな
がら楽しくスキンシップできる「スキンシップ体操」による子育て教室を次のとおり開催します。お気軽にご
参加ください。
● 日時・場所 … ◎7月6日（水）午前10時～　中央公民館　小ホール

◎7月8日（金）午前10時～　農業者管理休養センター　多目的ホール
● 対象者 … 0歳から5歳までのお子さんと保護者
● 講　師 … 白石　睦 氏
● その他 … 親子体操をしますので、運動のできる服装でお越しください。

参加申し込みは不要です。
◎詳しくは、児童福祉課 TEL(48)2811 磐城校区児童館 TEL(48)3670 當麻校区児童館 TEL(48)3660まで。

「親と子のスキンシップ体操」子育て教室開催

前年度開催のようす



7 広報「 」平成17年6月号

● と　き：6月25日（土）午後1時30分～
● ところ：葛城市役所新庄庁舎二階会議室
● 区域区分(市街化区域と市街化調整区域との区分)・用途地域変更予定地区：ＪＲ大和新庄駅東地区
● 意見書の提出：この公聴会で意見を述べることを希望する人は、氏名、住所、年齢、職業、電話番号と意見

の要旨とその理由を書いた公述申出書を6月20日(月)【必着】までに奈良県都市計画課へ提
出してください。葛城市の住民、その他の利害関係者に限ります。

● 概要の閲覧：これらの案について、奈良県・葛城市都市計画課では6月7日(火) ～ 24日(金) の午前9時～
午後5時（土曜・日曜日を除く）に閲覧できます。なお、区域区分及び用途地域変更案の概
要は奈良県のホームページ（http://www.pref.nara.jp/toshi/）でもお知らせしています。

◎ 問い合わせ：奈良県都市計画課 TEL0742(27)7520、葛城市都市計画課 TEL(69)3001（内線1221）

大和都市計画区域区分・用途地域変更案公聴会開催

ウォーキングは、極めて安全で手軽なスポーツです。自然と触れ合いながら会話を楽しみながら、皆さんも
ウォーキングを楽しみませんか。
市教育委員会では、下記の要領で「さわやかウォーキング教室」を開催します。皆さまのご応募お待ちして

おります。
▼第１回（市外ウォーキング 1）

▼日　時：6月26日（日）
午前9時から午後4時頃

▼コース：大和三山回遊コース
▼第２回（市外ウォーキング 2）

▼日　時：10月（予定）
▼コース：榛原周辺

▼第３回（ミステリーウォーキング 3）
▼日　時：2月（予定）

◆申込期限：6月13日（月）
＊各回とも、交通費入場料等は自己負担です。
＊服装は、運動のできる服装で。持ち物は、昼食・飲み物・タオル等
＊参加者は、スポーツ保険（500円／1人）に加入していただきます。

◎詳しくは、体育振興課 TEL（48）6600まで。

この度、様々な理由で登校しづらい児童・生徒の学校復帰をめざす
適応指導教室（通称「ふたかみ教室」）と、子育てや幼稚園・学校教
育に関わる内容の相談を伺う教育相談室を開設致しました。一人で悩
まず、お気軽にご相談ください。なお、これに伴い、新庄中央公民館
の教育相談室は閉鎖致します。

１　教育相談
○電話→月～金曜日の午前9時～午後5時（祝祭日を除く）

TEL(48)8176
○来室→月～金曜日の午後3時30分～午後5時
（祝祭日を除く。時間は変更可能ですので、お電話ください。）

２ 適応指導教室（ふたかみ教室）
○月～金曜日の午前8時45分～午後3時30分、教科学習その他の活動を行います。
○指導には、教育相談室長（常勤）と臨床心理士や認定心理士などが当たります。
○適応指導教室への出席は、校区の学校に出席したものと見なします。
○入室希望者は、学校の担任の先生または教育相談室にお問い合わせください。

場　所：葛城市竹内256の9  當麻文化会館西側・當麻商工会館北側

◎詳しくは、教育相談室 TEL（48)8176まで。

當麻文化会館

葛城市教育相談室・適応指導教室 



8広報「 」平成17年6月号

私たちの生活に不可欠な自動車。しかし、一方で、自動車の利用は、燃料
であるガソリンの燃焼を伴い、地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）の
排出量を増やしています。自動車からのCO2の排出量を減らすためには、ドラ
イバー一人ひとりのCO2を減らす努力が必要です。今回は、ガソリンをムダに
使わず、CO2を少なくする「エコドライブ」のテクニックを紹介します。

CO2の排出は、地球温暖化の要因の一つです。日本のCO2発生量のうち、自動車からの排出量は19％を占めており、
なおも増加傾向にあります。自動車からのCO2の排出量を少なくするためには、近くの買い物には車を使わず自転車
や徒歩で行く、バスや電車などの公共交通機関を利用するなど、自家用車の利用をできるだけ減らしていくことが大
事です。また、車を運転する際には燃料をムダに使わない運転の仕方を工夫することが大切です。

走行前　4つのポイント
トランクなどに必要のない荷物を積んだまま運転すると、車の重量　

が増えるので燃費が悪くなります。運ぶ必要のない荷物は車から降ろしましょう。
タイヤの空気圧が低下していたり、エア・クリーナ・エレメン　

トがつまっていたりすると、燃費が悪くなります。定期的に点検・整備をしましょう。
無負荷の状態でエンジンの回転数を上げる空ぶかしは、燃費を悪く　

するだけでなく、騒音の原因にもなります。無用な空ぶかしはやめましょう。
道に迷って10分以上余計に走行すると、約350ccのガソリンが浪費さ

れます。行き先や走行ルートをあらかじめ決めたうえで、計画的なドライブをしましょう。

走行中　6つのポイント

アイドリング（自動車が停止している間もエンジンをかけ続けること）しているときにも車は
燃料を消費します。アイドリングストップは5秒以上行えば効果が得られるので、待ち合わせや荷
物の積み下ろしといった駐停車時はもちろん、踏切や信号待ちの際にもエンジンを止めるよう、心
掛けましょう。

急発進や急加速をすると、エンジンは燃料を余分に消費します。信号など停止状態から発進・
加速する際には、オートマチック車ではゆっくりアクセルを踏み、マニュアル車ではなるべく高速
ギアを使用します。急発進・急加速はやめましょう。

最も燃費が良いとされる速度は、一般道路で時速40キロメートル、高速道路で時速80キロメー
トル。減速、加速を繰り返すなど速度を変動させて走行した場合、100キロメートルの走行で220cc
のガソリンを浪費します。交通の状態に応じ、できるだけ速度変化の少ない安全な運転をしましょう。

長い坂道を下るときや減速時には、ブレーキペダルを踏むよりも、早めにアクセルを戻し、エ
ンジンブレーキを使うほうが燃費はよくなります。オートマチック車では、オーバードライブをオ
フにしたり、シフトダウン（Dポジションから二速ポジションにするなど）したりすることにより、
エンジンブレーキを効かせることができます。減速時などには、できるだけエンジンブレーキを用
いるようにしましょう。

車は高速ギアで走るほど燃費が良くなります。早めに高速ギアに持っていくアクセルワークを
心掛けましょう。オートマチック車の場合はギアを選べませんが、OD（オーバードライブ）を活
用するとともに、加速時にあまりアクセルを踏み込みすぎないようにしましょう。

エアコン使用時にはエンジンの回転数が高くなるため、燃料の使用量が増加します。寒いとき
には厚着をする、暑いときには窓を開けるなど、できるだけエアコンを使用しないで運転をし、温
度調節をまめに行うことが重要です。

●問い合わせ●
財団法人省エネルギーセンター　TEL 03-5543-3013
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

6月23日から29日までは、
「「男男女女共共同同参参画画週週間間」」です。

男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十
分に発揮することができる男女共同参画社会の形成に向けて、平成11年6月23日、男女共同参画社会基本法が

公布・施行されました。
この基本法の目的及び基本理念に関する国民の理解を深め、男女共同参画社

会の形成の促進を図るため、平成13年度から「男女共同参画週間」が実施され
ています。
男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発
揮できる「男女共同参画社会」。その実現のためには政府や地方公共団体だけ
でなく、みなさん一人ひとりの取り組みが必要です。私たちのまわりの男女の
パートナーシップについてこの機会に考えてみませんか？

6月1日は「「人人権権擁擁護護委委員員のの日日」」です。
全国人権擁護委員連合会は、昭和23年に人権擁護委員制度が設けられ、翌昭和24年6月1日に人権擁護委員

法が施行されたことを記念して、毎年6月1日を「人権擁護委員の日」と定めました。この日を中心に、人権擁
護委員制度の周知と人権思想の普及高揚のため、全国的に積極的な啓発活動が行われています。
葛城市では、法務大臣から委嘱された8名の人権擁護委員さんが、人権擁護委員の使命を認識し、一人ひと

りの人権が侵されることのないように地道な活動をされています。

★
不
法
滞
在
者
（
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
等
で
不
法

に
入
国
し
た
者
、
ま
た
は
滞
在
期
間
を
越
え
て
不
法
に
残
留

す
る
者
）
達
が
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
強
盗
事
件
、
空
き
巣
な

ど
の
住
宅
侵
入
窃
盗
事
件
等
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
見
た
り
聞
い
た
り
さ
れ
た
方
は
、
警

察
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
在
留
期
限
が
切
れ
た
後
も
日
本
に
滞
在
す
る
「
不
法
残

留
」
や
許
可
を
受
け
な
い
で
在
留
資
格
以
外
の
分
野
で
働

く
「
不
法
就
労
」
が
絶
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
背
後

に
は
、
不
法
就
労
を
斡
旋
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
不
法
に
滞

在
し
て
い
る
外
国
人
を
雇
用
す
る
人
が
い
ま
す
。

来
日
外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
で
「
在
留
資
格
」、「
在
留
期
限
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
在
留
期
限
が
切
れ
て
い
る
人
や
働
く
た
め
の
在
留
資
格

を
持
た
な
い
人
な
ど
を
就
労
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
本
人
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
雇
っ
た
雇
用
主
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

（
高
田
警
察
署
）

小
学
生
の
下
校
時
の
安
全

を
図
る
た
め
、
本
年
４
月
か

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
に
よ
る
児
童
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

各
校
二
人
ず
つ
で
す
が
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
歩
い
た

り
、
地
域
内
を
巡
視
し
た
り

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
あ
げ
て
子
ど
も
達

を
守
る
取
り
組
み
に
、
皆
さ

ま
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）
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休休休休
館館館館
日日日日

金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
に白字は休館日。

水 木 金 土 水 木火水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

【開催日】9月4日(日)  
【会　場】新庄文化会館マルベリーホール  
【開　演】午後6時00分～  
【入場料】全席指定　5,800円  
　　　　　※友の会価格　5,300円  
【前売り開始】6月11日(土)午前10時～  
　　　　　　　※友の会先行電話予約 
　　　　　　　6月4日(土)午前10時～        
【前売り場所】新庄文化会館  
　　　　　　　ローソンチケット　Lコード 54778  
　　　　　　　チケットぴあ　Pコード 199-511  
【主　催】葛城市  
【お問い合わせ】新庄文化会館　TEL69-4600

 　【開　催　日】9月25日(日)  
 　【会　　　場】新庄文化会館マルベリーホール  
 　【開　　　演】午後２時～  
 　【入   場   料】大人3,000円　子ども1,500円  
 　　　　　　　　※友の会価格1割引  
 　【前売り開始】7月9日(土)午前10時～  
 　　　　　　　　※友の会電話先行予約  
 　　　　　　　　　7月2日(土)午前10時～  
 　【前売り場所】新庄文化会館　ローソンチケット  
 　【主　　　催】葛城市  
 　【お問い合わせ】新庄文化会館　0745-69-4600  
　　市内のかつらぎ太鼓、當麻太鼓白鳳座、子ども太鼓も出演 

葛城市制施行1周年記念　和太鼓コンサート 

「OSAKA打打打団天鼓」 

平成17年6月1日～6月30日（5月6日現在）

（5月6日現在）

新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

6 19 日 
エレクトーンステージ 

　ソロ部門　末吉楽器店大会 
無　料 13：00～ 22-5511末吉楽器店 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

6
 1 

27

水 

月 

葛城市人権教育研究会総会 

葛城市老人福祉大会 

関係者 

関係者 

 

15：00～16：30 

13：00～ 

69-2131【新庄小学校】 

48-2811【高齢福祉課】 

葛城市人権教育研究会 

葛城市寿連合会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますのでご了承ください。詳細については主催者にお問い合わせください。

新庄文化会館

當麻文化会館
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イクバルの闘い
世界一勇気ある少年

フランチェスコ・ダダモ／作

学校に行けない
はたらく子どもたち

①～④
田沼　武能／写真・文

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
大和の終末期古墳 河上　邦彦 ○
郵貯消滅 跡田　直澄 ○
小児救急「悲しみの家族たち」の物語 鈴木　敦秋 ○ ○
山の向こうの美術館 星野　富弘 ○
腐蝕の王国（上・下） 江上　剛
魂萌え 桐野　夏生 ○ ○
優しい音楽 瀬尾まいこ ○
終わりからの旅 辻井　喬 ○ ○
母の言い訳 黒木　瞳 ○
ベスト・アメリカン・ミステリ　ジュークボックス・キング Ｍ．コナリー Ｏ．ペンズラー ○
★国境をこえて 藤田　千枝 ○
★税金の絵事典 ＰＨＰ研究所 ○
★さかなのじかん なかのひろみ ○ ○
★蒼路の旅人 上橋菜穂子 ○ ○
★青空バーベキュー 野中　柊 ○
★大空を見たかった少年 ジャン・ジオノ ○
★わたしは生きていける メグ・ローゾフ ○ ○
★しっぽのきらいなネコ いまきみち ○
★からだのみなさん 五味　太郎 ○ ○
★せかいでいちばんつよい国 デビッド・マッキー ○ ○

パ
キ
ス
タ
ン
の
絨
毯
工
房
で
、
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
働
か
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
達
。
そ
の
中
に
イ
ク
バ
ル
が
い
た
。

「
ぼ
く
た
ち
は
、
奴
隷
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
」
と

児
童
労
働
の
現
実
に
果
敢
に
立
ち
向
い
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
達
に
自
由
と
未
来
、
そ

し
て
強
大
な
力
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
与
え

た
イ
ク
バ
ル
少
年
の
物
語
。

世
界
中
に
は
、
戦
争
や
貧
困
な
ど
の
理
由

で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
家
族
に
と
っ
て
は
大

切
な
働
き
手
で
あ
る
子
ど
も
達
。
そ
ん
な
子

ど
も
達
の
姿
を
写
真
家
の
田
沼
武
能
さ
ん
が

４
冊
の
写
真
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。

66 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

６
月
11
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
　
裂
空
の
訪
問
者
』

日
時：

６
月
19
日(

日)

午
後
１
時
30

分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
ほ
か

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

６
月
５
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

『
小
さ
い
子
む
き
』

絵
本
…
か
さ
か
し
て
あ
げ
る

お
は
な
し
…
か
に
か
に
こ
そ
こ
そ

組
み
木
…
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん

『
大
き
い
子
む
き
』

絵
本
…
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な

お
は
な
し
…
運
定
め
の
話

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
新
庄
図
書
館

日
時：

６
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
む
き
』

人
形
劇
…
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ

お
は
な
し
…
く
し
ゃ
み

絵
本
…
ち
い
さ
な
き
い
ろ
い
か
さ

『
大
き
い
子
む
き
』

お
は
な
し
…
ア
デ
ィ
・
ニ
ハ
ア
ス
の
英
雄

紙
芝
居
…
彦
六
さ
ん
の
は
な
し

紙
芝
居
…
カ
タ
ツ
ム
リ

絵
本
…
な
ぞ
な
ぞ
な
〜
に
（
な
つ
の
ま
き
）

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

新庄図書館
當麻図書館

金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

に白字は新庄図書館特別整理休館日。に白字は休館日。 に色字は當麻図書館整理休館日。

水 木 金 土 木水火水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 日月 月火

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

○ ○



ニギニギ会は、平成11、12年の2年間、當麻保健推進員として活動していたメンバーの方々が、地域のため
に自分達でできることはないか、と考え誕生したグループです。
活動内容は、玄米でつくったダンベルで、“ニギニギ体操”をし、それを地域の方々にも広める、というもの。

でもただ体操するだけではありません。音楽をつけたほうが楽しく覚えやすいのではないかと、「365歩のマー
チ」の曲にあわせた体操を取り入れたり、玄米ダンベルや、資料、ポスターを手作りしたり、とにかく地域の
方が楽しんで健康づくりの一環として、このニギニギ体操に取り組めるように活動を続けられています。
今年度は4月12日に長尾公民館で教室を実施し、32名の参加があり大好評でした。
お近くで教室が開かれる際には参加してみてはいかがでしょうか。またニギニギ会のメンバーも募集してい

ますので、興味のある方は當麻保健センターTEL（48）6611までお問い合わせください。
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☆ 健康相談
●日時：6月9日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：6月28日（火）・29日（水）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

●期　　間：平成17年5月～9月　※休診日を除く午前中　　　　　　　　
●受診場所：板橋医院　鵜山医院(新庄) 小泉医院　庄田クリニック　

関谷外科胃腸科　中谷医院　堀内医院　安田クリニック
●対 象 者：市内在住の40歳以上の方（前立腺がん検診は50歳以上の男性）
●費　　用：2,000円(内、大腸がん検診500円) 前立腺がん検診は500円

※70歳以上の方は無料
※ 市民税非課税世帯・生活保護世帯の方は無料になりますが事前に手続きが必要です。

●申込方法：新庄健康福祉センターまたは當麻保健センターまで、受診票を取りにお越しください。

肝炎ウイルス検診（血液検査）について
平成14年度～平成18年度までの5年間に限り、下記の方を対象に肝炎ウイルス検診を基本健診に合わせて実

施することになりました。いずれかに該当すると思われる方は、新庄健康福祉センターまたは當麻保健センタ
ーにお問い合わせください。

◆ 40歳～70歳の5歳刻みの節目年齢の方
◆ 平成14・15・16年度に節目年齢で、この検査を受けておられない方
◆ 過去に肝機能異常を指摘されたことのある方
◆ 本年度の基本健診でＡＬＴ値が要指導となり医師に勧められた方
◆ 大きな外科的処置を受けた経験や妊娠・分娩時に多量に出血したことのある方

前立腺がん検診（血液検査）について
前立腺がんは、中高年の男性に発生し最近急増しています。早期発見には、前立腺特異抗原（ＰＳＡ）値の
測定が有用で血液検査によって簡単に調べられます。早期がんは無症状ですので、50歳以上の男性は基本健診
に合わせて検診を受けましょう。（基本健診と合わせて一度の採血で済みます。）
◎詳しくは、新庄健康福祉センター TEL（69）9900または當麻保健センター TEL（48）6611まで。

☆葛城市では、集団の基本健診も実施しています。詳しくは、広報6月号折り込みチラシをご覧ください。
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《子どもを非行から守るために》
次代を担う子どもたちが明るく健やかに育つことは、国民すべての願いで

す。そのために、まず大事なのは家庭のあり方であり、社会のルールを身につけ、
悪を抑え、自己の行動に責任をもつ、「良き社会人」として育てていくための地域社会の教育力が必要不可欠です。
そこには、子どもにとっての良き地域環境が求められます。地域の環境がよくなくてはなりません。
子どもの非行を防ぐには、初期の段階で非行を早く発見して適切な措置をとることが、大切です。さらに、

自分の子どもも非行に走らないように、お互いが、見守っていくことが必要です。

◆◆ 家庭のあり方
〇家庭にあっては、お互いに気軽に話し合えるような関係をつくる。
〇親の欲や願望をもとに、能力以上のことを子どもに求めたり、勉強を押しつけたりしない。
〇欠点だけに目を向けず、長所を見つけてほめてやる。
〇学校とは、できるだけよく連絡をとりあう。

◆◆ 愛のひと声運動
「愛のひと声運動」を地域ぐるみで展開し、よくない行いや悪質ないたずら、危ない遊びをしている少年を
見かけたら、やさしく「ひと声」かけて指導しましょう。

◆◆ 非行のきざし
少年が非行に走るときには、いろいろの兆候があらわれるものです。次のようなことに気がついたときは

注意しましょう。
〇金づかいが荒く、金をせびったり、持ち出したり、つり銭などをごまかす。
〇いつもイライラして、親や家族の者に乱暴したり、口答えをする。
〇行き先もいわず外出したり、帰宅時間が不規則で夜遊びや外泊が多い。
〇理由をつけては、学校や勤めなどから遅く帰る。
〇カバンや紙袋に、着替えなどを入れて持ち歩く。
〇服装、化粧が変わる。
子どもの非行がすすんだり、親の手におえないと思ったら、早めに警察や家庭相談センターなどに相談し

てください。
非行の兆しを早期に発見して適切な措置をとることによって子どもの非行は防止出来るのです。地域ぐる

みで子どもを守りましょう。
（高田警察署）

《危険物安全週間》（6月5日～11日）

私たちの身の回りには、ガソリン、灯油等の「危険物」が、
たくさんあります。石油類は燃料として使うほか塗料や化粧品
等さまざまな化学製品の原料として使われています。

これらの危険物を取扱う場合、その危険性をよく知り、正し
い取扱い方を身につけ、火災などの災害をおこさないよう次の
事項に気をつけましょう。

☆ 取扱い上の注意
①　火の近くで危険物の詰め替え等はやめましょう。
②　スプレー缶等の容器に表示されている注意事項をよく読んでから
取扱いしましょう。

☆ 保管上の注意
①　必要以上に買いだめはしないようにしましょう。
②　保管場所は直射日光を避け、高温、火気を使う場所から遠ざけまし
ょう。

（消防署）

▽
▼
１１１１
１１１１
９９９９
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー
▲
△

４
月
中火

災
…
３
件

救
急
…
１
２
２
件

救
助
…
１
件

本
年
の
累
計

火
災
…
５
件

救
急
…
４
４
９
件

救
助
…
８
件
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平
成
16
年
分

所
得
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

平
成
16
年
分
の
所
得
に
関
す
る
証
明
書

（
所
得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
書
等
）
は
左
記

の
日
付
か
ら
発
行
（
可
能
）
と
な
り
ま
す
。

◆

：

勤
務
先
の
給

料
等
よ
り
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
）

５
月
10
日
（
火
）

◆

：
特
別
徴
収
以

外
の
方
）
６
月
６
日
（
月
）

＊
普
通
徴
収
で
旧
當
麻
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
例
年
よ
り
約
１
週
間
発
行
日
が

遅
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

＊
確
定
申
告
ま
た
は
市
県
民
税
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
や
事
業
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
市
役
所
へ
未
提
出
の
方
、
納
税

義
務
者
の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
な
い
方
等
、

所
得
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
当
市
が
把

握
で
き
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得

に
関
す
る
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
16

年
中
に
収
入
が
無
い
方
で
も
、
収
入
が
無

い
旨
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
）

農
地
保
全
管
理
の
お
願
い

休
耕
田
に
お
い
て
保
全
管
理
し
な
い
で

草
を
茂
ら
し
た
ま
ま
放
置
し
て
い
ま
す
と
、

火
災
の
原
因
や
交
通
の
安
全
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
害
虫
の
発
生
の
原

因
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
近
隣
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
農
地

の
保
全
管
理
を
十
分
に
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
高
齢
・
そ
の
他
諸
事
情
に
よ
り
農

地
の
保
全
管
理
が
出
来
な
い
場
合
は
、
農

作
業
受
託
組
合
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
草
刈
り
等
（
有
料
）
の
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
先
　

・
農
林
商
工
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
２
８
１
１

・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
新
庄
経
済
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
69
）
２
２
５
５

・
葛
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
48
）
５
０
０
３

吉
野
川
分
水
の
通
水
に
つ
い
て

本
年
度
も
吉
野
川
分
水
の
通
水
が
、
６

月
１
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
通
水
期
間
中
の
事
故

防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆

吉
野
川
分
水
幹
線
水
路
へ
立
ち
入
ら

な
い
こ
と
。

◆
水
路
構
造
物
、
特
に
樋
門
、
土
砂
ゲ
ー

ト
、
余
水
吐
ゲ
ー
ト
な
ど
に
手
を
触
れ

な
い
こ
と
。

◆
水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
塵
芥
、

草
な
ど
を
投
げ
込
ま
な
い
こ
と
。

◆
地
域
内
の
河
川
は
、
急
激
な
流
量
の
増

減
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
十
分
注

意
す
る
こ
と
。

▼
分
水
止
水
予
定
表

【
土
用
干
し
期
間
】

７
月
20
日
〜
26
日

【
平
日
止
水
日
】

６
月
22
・
23
・
29
・
30
日

７
月
６
・
７
・
13
・
14
日

８
月
３
・
４
・
10
・
11
日

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
２
８
１
１
ま
で
。

民
生
・
児
童
委
員
へ
の

電
子
メ
ー
ル
生
活
相
談
窓
口

民
生
・
児
童
委
員
に
対
し
て
の
生
活
相

談
に
新
し
く
窓
口
（
電
子
メ
ー
ル
）
を
設

け
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
に
対
し
て
相
談
す
る

と
き
に
、
直
接
話
を
で
き
な
い
こ
と
や
、

う
ま
く
内
容
が
伝
え
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、

こ
の
メ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
相
談
内
容
は
、
守
秘
さ
れ
ま
す
。）

こ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
民
生
・
児

童
委
員
専
用
で
す
。

m
inkyo@

info.city.katsuragi.nara.jp

（
社
会
福
祉
課
）

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

６
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
十
七
年
度
春
季
企
画
展

「
葛
城
市
の
考
古
学
Ⅰ

〜
縄
文
・
弥
生
時
代
編
〜
」

▼
会
　
期：

開
催
中
〜
６
月
26
日(

日)

▼
観
覧
料：

通
常
の
観
覧
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
休
館
日：

毎
週
火
曜
日
、
第
２
・
４
水

曜
日

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
３
回
）

「
竹
内
遺
跡
が
語
る
も
の

〜
第
15
次
調
査
成
果
を
中
心
と
し
て
〜
」

▼
日
　
時：

６
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

橋
本
　
裕
行
氏

（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
総
括
研
究
員
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、

申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

歴
史
博
物
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
64
）
１
４
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
１
６
６
１
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「
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
作
品
展
」

開
催

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
に
つ
い
て
の

情
報
や
昨
年
の
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
た

『
体
感
』
リ
ニ
ア
親
子
試
乗
会
へ
参
加
さ
れ

た
児
童
の
感
想
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時：

６
月
27
日
〜
７
月
８
日

（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

▼
場
　
所：

県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル

◎
詳
し
く
は
、

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス

建
設
促
進
奈
良
県
期
成
同
盟
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
２
（
27
）
８
４
８
３
ま
で
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
へ

奈
良
労
働
局
で
は
、
解
雇
・
労
働
条
件
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
職
場
で
生
じ
た
個
別
の

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
迅
速
か

つ
適
切
な
解
決
を
図
る
た
め
、
無
料
で
相

談
・
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
電
話
相
談
可
）

◆
葛
城
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
日
　
時：
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
の
休
業
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

▼
場
　
所：

葛
城
労
働
基
準
監
督
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
52
）
５
８
９
１
ま
で
。

（
奈
良
労
働
局
）

第
九
回
葛
城
歌
壇
短
歌
募
集

今
年
も
葛
城
歌
壇
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
三
十
一
文
字
に
思
い
を
こ
め
て
短

歌
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限：

８
月
31
日
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法：

一
人
二
首
ま
で
（
自
作
・
未
発
表

の
も
の
）。
原
稿
用
紙
ま
た
は
応
募
用
紙
に
作

品
、
住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
※
漢
字
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
）

▼
出
展
料：

葛
城
市
民
と
学
生
は
無
料
。

そ
の
他
は
１
０
０
０
円
分
の
郵
便
小
為
替

を
作
品
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
立
新
庄
図
書
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
４
６
４
６
ま
で
。

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

平
素
の
社
会
保
険
事
務
所
等
に
お
け
る
、

待
ち
時
間
の
解
消
や
勤
労
者
等
の
平
日
昼

間
に
相
談
で
き
な
い
方
へ
の
機
会
を
拡
充

し
、
年
金
相
談
の
充
実
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
年
金
相
談
時
間
の
延
長
お
よ
び

休
日
に
お
け
る
年
金
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

◆
毎
週
月
曜
日
は
、
年
金
相
談
の
受
付
時

間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

（
奈
良
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

▼
日
程：

６
月
６
日
、
13
日
、

20
日
、
27
日

◆
休
日
に
お
け
る
年
金
相
談

（
奈
良
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

毎
月
第
２
、
第
３
土
曜
日
に
社
会
保
険

事
務
所
を
開
所
し
て
年
金
相
談
を
行
な
い

ま
す
。

▼
日
程：

６
月
11
日
、
18
日

▼
受
付
時
間：

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
ま
で

年
金
に
関
す
る
相
談
・
請
求
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
も
で

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
22
）
３
５
３
１
ま
で
。

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

６
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

盲
導
犬
・
介
助
犬
の

貸
与
希
望
者
募
集

身
体
障
害
者
の
方
の
自
立
と
社
会
参
加

へ
の
促
進
の
た
め
、
盲
導
犬
お
よ
び
介
助

犬
の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
要
件
等

を
満
た
さ
れ
る
方
と
し
ま
す
。

▼
貸
与
要
件

・
盲
導
犬
に
お
い
て
は
重
度
（
障
害
程

度
が
１
〜
２
級
、
視
野
障
害
を
含
む
）

の
視
覚
障
害
者
の
方

・
介
助
犬
に
お
い
て
は
肢
体
不
自
由
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が

あ
る
身
体
障
害
者
の
方

・
18
歳
以
上
で
、
県
内
に
３
ヵ
月
以
上

お
住
ま
い
の
方

・
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
な
い
方

・
貸
与
に
あ
た
っ
て
、
所
定
の
訓
練
が

受
け
ら
れ
る
方

・
そ
の
他
、
貸
与
が
適
切
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

▼
申
込
締
切
日
　
６
月
24
日
（
金
）

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

水
　
道
　
週
　
間

６
月
１
日
〜
７
日
ま
で
「
水
道
水
ま
ち

の
す
み
ま
で
未
来
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
、

水
道
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
水
道
週
間
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
き
れ
い
で

安
心
で
き
る
水
が
簡
単
に
出
て
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
「
水
」
を
無
駄
に
使
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
限
り
あ
る
貴
重
な

資
源
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
水
道
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
水
道
局
）

葛
城
市農

業
委
員
会
委
員
選
挙

平
成
17
年
７
月
19
日
に
任
期
満
了
と
な

る
、
農
業
委
員
の
選
挙
を
統
一
選
挙
と
し

て
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
　
時：

６
月
16
日
（
木
）
予
定

午
後
１
時
30
分
か
ら

▼
場
　
所：

新
庄
庁
舎
２
０
４
会
議
室

▼
告
示
日：

７
月
３
日
（
日
）

▼
選
挙
期
日：

７
月
10
日
（
日
）

◎
詳
し
く
は
、葛

城
市
選
挙
管
理
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
３
０
０
１

ま
で
。



●日時　6月9日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　6月16日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　6月23日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　6月16日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　6月23日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


